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金
制
度
改
革
関
連
法
案
が
２

０
１
６
年
３
月
に
国
会
へ
提

出
さ
れ
た
。
法
案
に
は
、
短

時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
加
入
の
拡
大

促
進
や
、
国
民
年
金
加
入
者
の
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
免
除
、
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）
の
組
織
見
直
し
と
い
っ
た
改
革
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
最
も
注
目
し
た
い
の
が
、
年
金
の
改

定
ル
ー
ル
（
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
）

の
見
直
し
で
あ
る
。
現
行
制
度
に
は
、

現
役
世
代
の
減
少
と
平
均
余
命
の
伸
び

と
い
う
年
金
財
政
の
悪
化
要
因
に
対
応

す
る
た
め
、
一
定
期
間
、
年
金
の
伸
び

を
抑
え
る
仕
組
み
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
る
間
、

年
金
の
伸
び
は
賃
金
や
物
価
の
伸
び
よ

り
も
ス
ラ
イ
ド
調
整
分
だ
け
低
く
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
04
年
の
年
金
改
革
で
導

入
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
実

際
に
発
動
さ
れ
た
の
は
15
年
度
の
わ
ず

か
１
回
で
あ
り
、
そ
の
際
の
調
整
率
は

▲
０
・
９
％
だ
っ
た
。
賃
金
や
物
価
の

上
昇
が
発
動
の
前
提
条
件
に
な
っ
て
い

る
た
め
で
、
年
金
額
が
前
年
を
下
回
る

よ
う
な
調
整
は
行
わ
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
る
。
デ
フ
レ
脱
却
の
遅
れ
に
よ

り
、
年
金
水
準
の
必
要
な
調
整
は
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
だ
。

　
調
整
が
遅
れ
て
も
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
を
延
々
と
行
え
ば
制
度
の
持
続

性
は
計
算
上
維
持
で
き
る
。
だ
が
調
整

が
長
引
け
ば
、
そ
れ
だ
け
将
来
世
代
の

年
金
水
準
は
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
世
代
間
格
差
が
拡
大
し
、

将
来
の
年
金
は
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
。

　
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
デ
フ
レ
や
低

イ
ン
フ
レ
で
ス
ラ
イ
ド
調
整
が
十
分
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
未
調
整
分
が

翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
る
。
賃
金

や
物
価
が
上
昇
し
た
と
き
、
繰
り
越
し

分
が
上
乗
せ
さ
れ
て
調
整
が
行
わ
れ
る
。

　
年
金
水
準
の
調
整
が
現
在
よ
り
も
進

み
や
す
く
な
れ
ば
大
き
な
改
善
だ
が
、

新
た
な
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
す
る
に

は
、
結
局
の
と
こ
ろ
賃
金
と
物
価
の
十

分
な
上
昇
が
必
要
に
な
る
。
だ
が
、
今

な
お
、
デ
フ
レ
か
ら
の
完
全
な
脱
却
と

物
価
安
定
目
標
の
達
成
は
見
通
せ
て
い

な
い
。

　
超
高
齢
社
会
で
は
、
年
金
の
伸
び
を

合
理
的
に
抑
制
す
る
こ
と
が
制
度
の
持

続
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
受
給
者

に
と
っ
て
も
得
策
で
あ
る
。
賃
金
・
物

価
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
が
働
く
よ
う
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
だ
制
度
改
革
を
検
討
す
べ
き
だ
。
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公的年金全体の被保険者の減少率（3年平均）に、平均余
命の伸びを勘案した一定率（0.3％）を加えたもの

2015年度におけるスライド調整率

▲0.9%

年


